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１ 令和４年度までに明らかになった課題
○昨年度までの「地域部活動推進事業」や市町村教育⻑会、校⻑会等との情報交換会で
明らかになった主な課題

主な課題 内 容 等

① 関係者の理解
・市町村、学校、生徒、保護者、関係団体（スポ少、総合型地域スポーツク
ラブ等）との共通理解

② 実施主体の確保

・実施主体となり得る地域におけるスポーツ団体等の確保
スポ少、総合型地域スポーツクラブ、文化芸術団体、
競技団体への登録チーム、新たな団体の設立、
企業や大学との連携 など

③ 指導者の質の保障、量の確保
・地域におけるスポーツ・文化芸術活動の指導者の確保
・指導者研修（体罰、ハラスメント等の根絶）の実施
・指導を希望する教師等の在り方（兼職兼業等）

④ 施設の確保 ・学校施設、民間施設等の利用・管理（鍵の管理等）

⓹ 大会の在り方 ・参加資格の見直し、大会引率や運営に係る教師負担の軽減

⑥
費用負担（指導者の謝金、運
営費、保険

・保護者等の理解、経済的に困窮する家庭の生徒への支援
・指導者等の謝金に対する支援

⑦ 危機管理（安全確保等） ・緊急時の連絡体制（個人情報の扱い）



実施市町村 主担当課 対象中学校 対象となる活動

玉野市教育委員会社会教育課 ７校
バスケットボール、陸上、軟式野

球、吹奏楽、茶道、書道

備前市文化スポーツ部地域移行課 ５校
陸上、サッカー、剣道、アーチェ

リー、吹奏楽、ゆるスポ

和気町教育委員会学校教育課・社会教育課 ２校
ソフトテニス、陸上、バスケット
ボール、武道（剣道）、吹奏楽

早島町教育委員会社会教育課 １校
軟式野球、ソフトテニス、剣道、
卓球、サッカー、バレーボール、

バスケットボール、吹奏楽

２ 課題に対する令和５年度モデル市町の取組

玉野市

備前市

和気町

早島町



２ 課題に対する令和５年度モデル市町の取組
① 関係者の理解 まずは行政が主体となって、協議会を

開催して数多くの関係者の理解を得る

（例）

協議会の
メンバー

• 教育委員会
• スポーツ・文化振興担当課
• まちづくり・移住促進担当課
• 地域交通担当課

• 校長会会長
• PTA会長

• スポーツ団体
• 文化芸術団体
• スポーツ・文化施設

• 大学教授
• アドバイザー

行政 学校

地域 有識者

和気町



学校

２ 課題に対する令和５年度モデル市町の取組
① 関係者の理解

主担当課

対面、文書、スライド、広報誌等、相手に
応じた方法で説明

学校
保護者・生徒

説明 説明

玉野市

市担
当課

校長
会

校長 教員

備前市

市担
当課

校長

教員

和気町

玉野市

市担
当課

学校 教員
児童
生徒

生徒への説明はスライド

市担
当課

学校 教員
保護
者

保護者への説明は文書

住民へは広報誌

校長から教員へ説明

学校に訪問して説明

地域



地域クラブの指導者

２ 課題に対する令和５年度モデル市町の取組
② 実施主体の確保
③ 指導者（量の確保）

地域のリソースの把握

競技
団体

文化
団体

大学

スポーツ
少年団

総合型
地域SC

教員の
兼職兼業

企業

住民

備前市

陸上 ➡ 備前市陸上競技連盟

剣道 ➡ 剣道連盟

アーチェリー ➡ 総合型地域SCアーチェリー部

吹奏楽 ➡ 備前ブラスバンドクラブ

ゆるスポ ➡ 環太平洋大学

指導者の確保に向けた説明

学校の先生の代わりに部活を指導してください
中学生を指導できる方を求めています

そちらの活動に中学生が参加してもよいですか
中学生と一緒に活動を楽しむ方を求めています

学校部活動にない活動

バドミントン
少林寺

早島町

発想の転換

この部活動と同じ活動ができる団体はあるか

うちの地域ではどんなスポーツ・文化活動があるか



２ 課題に対する令和５年度モデル市町の取組
③ 指導者（質の保障） 地域クラブ指導者向けの研修の実施

和気町
地域クラブの指導者研修スポーツ・文化

振興担当課
or

運営団体

• 適切な休養、活動時間
• 体罰、ハラスメントの防止
• 特別支援教育の視点
• 著作権



２ 課題に対する令和５年度モデル市町の取組
④ 施設の確保 拠点施設方式にして活動場所を集約

社会教育施設、学校施設の活用

○○競技場
球技

○○中学校
ゆるスポ

○○市民会館
吹奏楽

学校施設
書道

○○公民館
卓球

生徒

参加 参加参加 参加

必要な施設数
必要な指導者

減

軟式野球 ➡ 拠点施設（山田中）

陸上 ➡ 拠点施設（荘内中→八浜中→宇野中→玉中）

バスケットボール ➡ 拠点施設（宇野中、日比中）

吹奏楽 ➡ 拠点施設（宇野中）

書道 ➡ 拠点施設（玉野市中央公民館）

茶道 ➡ 拠点施設（玉野市中央公民館）

玉野市 和気町 ソフトテニス ➡ 拠点施設（和気鵜飼谷温泉）

陸上 ➡ 拠点施設（佐伯中、和気小）

バスケットボール ➡ 拠点施設（和気町体育館）

武道（剣道） ➡ 拠点施設（和気武道館）

吹奏楽 ➡ 拠点施設（旧和気小）



２ 課題に対する令和５年度モデル市町の取組
⑥ 費用負担 持続可能な取組に向けて受益者負担の検討

市町村費で予算支援

施設
使用料

運営
事務費

指導者
謝金

消耗品旅費 保険料 運営費 市町村費 参加料

運営事務費 1,000円 4時間 50日 １人 200,000円
指導者謝金 1,600円 4時間 50日 10人 3,200,000円
旅費 200円 50日 10人 100,000円
施設使用料 1,000円 1回 50日 1活動 50,000円
消耗品 100,000円
保険料（生徒） 800円 50人 40,000円
保険料（指導者） 1,850円 10人 18,500円
合計 3,708,500円

市町村費 1,908,500円
参加料 3,000円 12月 50人 1,800,000円
合計 3,708,500円

（支出） （収入）

試算
例えば10種類の活動を
毎週実施したとすると…



２ 課題に対する令和５年度モデル市町の取組
⑦ 危機管理（緊急時の連絡体制） ICTの活用を！

学校経由の連絡

地域クラブ独自で
連絡方法を確立

活動スケジュールの共有
出欠の連絡
事故など緊急時の連絡

玉野市

※個人情報の取扱い要注意

一人一台端末を活用

Google classroom→開催内容を周知

Google Forms →申し込み

チラシの二次元コード
和気町



３ 円滑な実施に向けた令和５年度モデル市町の取組
円滑な実施に向けて 関係者間の密な連絡

事務局の役割分担

主担当課だけでの推進は無理

関係者間の密な連絡

定期的な情報共有の場を確保！

事務局の役割分担

誰が何をするのか明確に！

和気町
Googleスプレッドシート
グループLINE

日程調整 意見表明

和気町

• 企画
• 学校との交渉・調整

• 会計
• スポーツ・文化団体との交渉・調整

学校教育課

社会教育課

市町村を
挙げて取り組む



３ 円滑な実施に向けた令和５年度モデル市町の取組
円滑な実施に向けて 移行期においては必要に応じて学校と連携を！

できるところから確実に前進！

⽣徒、地域指導者の不安の解消の
ためにソフトランディング

どんな人に
教わるの？

どうやって子ど
もと関わるの？

備前市

学校部活動 地域クラブ活動

⼀度にすべてを完了しなくても
大丈夫
・できる活動から開始
・期間・回数を区切って試⾏

３時間の活動

学校の顧問＋地域指導者

学校部活動の指導に
外部指導者として地
域指導者が参加

地域指導者

学校の顧問は徐々に
フェードアウト

外部指導者のみで活動

開
始

終
了



４ 県教委の地域クラブ活動への移⾏に向けての考え⽅
地域のリソースの把握

活動場所のリソース

団体・指導者のリソース

まずは地域クラブ活動をはじめてみる

地域クラブ

活動
開始

【指導者】
○だれが指導するのか
○だれと一緒に活動するか
・地域クラブ指導者や
兼職兼業の許可を得た
教職員

・新たな指導者の発掘 等

【活動場所】
○どこで活動を行うのか
・学校施設
・社会体育施設
・公共施設 等

・経費 ・移動手段 ・危機管理 ・指導者の質の確保 ・多世代での取組
・経済的困窮世帯への支援 ・市町村を超えた取組 ・動画コンテンツの活用
・不登校や障害のある子供の地域の学びの場としての役割
・企業版ふるさと納税等を含む民間資金の活用 等

発

見

対

応
活動しながら対応

競技
団体

文化
団体

大学

スポーツ
少年団総合型

地域SC

教員の
兼職兼業

企業
住民

Ａ中学校

剣道部

バレー
ボール

部

吹奏楽部

サッカー
部

学校部活動の現状

科学部

卓球部

地域の実情に応じた課題を解決



令和５年度成果発表会YouTube配信

ＵＲＬ：https://youtu.be/3A9dvz0jCLw


